
令和３年（2021）度～ 令和４年（2022）度～ 令和５年（2023）度～ 令和6年（2024）度～ 令和7年（2025）度～
ステップ 対策・整備 対策・整備 継続・発展 継続・発展 継続・発展

・住民の安全確保策検討 ・地域防災協力体制の構築 ・地域防災協力体制の構築

・まちなみ防火設備の整備 ・まちなみ防火設備の整備 ・まちなみ防火設備の整備

 ・関係機関等との連携  ・関係機関等との連携  ・関係機関等との連携

ステップ 支援強化 支援強化 支援強化 支援強化 支援強化

取組内容
・企画イベント等に参加

・依頼があれば出店
・企画イベント等に参加

・依頼があれば出店

・企画イベント等に参加
・依頼があれば出店

　

・企画イベント等に参加
・依頼があれば出店

・企画イベント等に参加
・依頼があれば出店

ステップ 継続支援 継続支援 継続支援 継続支援 継続支援

取組内容  ・独自の展示　・出店の調整実行 ・独自の展示　・出店の調整実行  ・独自の展示　・出店の調整実行  ・独自の展示　・出店の調整実行  ・独自の展示　・出店の調整実行

ステップ 人材づくり 空家、空き部屋利用 空家、空き部屋利用 空家、空き部屋利用 空家、空き部屋利用

取組内容 敬老会・高齢者見守り継続 敬老会・高齢者見守り継続 敬老会・高齢者見守り継続 敬老会・高齢者見守り継続 敬老会・高齢者見守り継続

・石仏群の保存と参道整備 　 鈴鹿関跡現状保存協力 　 鈴鹿関跡現状保存協力 　 鈴鹿関跡現状保存協力

・鈴鹿関跡保存計画協力  ・戦争遺跡保存計画協力  ・戦争遺跡保存計画協力  ・戦争遺跡保存計画協力  ・戦争遺跡保存計画協力
東海自然歩道支線

観音山歩道  ・既存環境の整備  ・既存環境の整備  ・既存環境の整備  ・既存環境の整備  ・既存環境の整備

観音山・新池・展望等の遊歩道  ・観音山公園の整備 ・伝統芸術品の保存 ・史跡の保存 ・史跡の保存 ・史跡の保存 
テニスコート、各種広場   (関宿とのコラボ化へ)   (関宿とのコラボ化へ) （関宿とのコラボ化） （関宿とのコラボ化） （関宿とのコラボ化）

 ２） 関富士道・正法寺山荘跡 ステップ にぎわい環境整備Ⅰ にぎわい環境整備Ⅱ 自然保存事業Ⅰ にぎわい環境整備Ⅱ 自然保存事業Ⅰ

　　 古代の関道・城山  ・歩道・休憩所の整備  ・歩道・休憩所の整備  ・自然環境の整備  ・自然環境の整備  ・自然環境の整備

　　 鈴鹿川固有生物・植物  ・関富士道の整備  ・固有生物調査・研究 ・羽黒山道の整備

  (関宿とのコラボ化へ)   (関宿とのコラボ化へ) 　（関宿とのコラボ化）

・「関の山車」巡行警備
 ・山車曳き手参加協力

・「関の山車」巡行警備
 ・山車曳き手参加協力

 ４） 東海道のおひなさま

 ３） 東海道
　　　　関宿街道まつり

取組内容 季節に応じたまつり開催 季節に応じたまつり開催

・羽黒山道の整備
（関宿とのコラボ化）

・地域防災協力体制の構築
・まちなみ防火設備の整備

・関係機関等との連携

まち協主催 まち協主催

季節に応じたまつり開催 季節に応じたまつり開催

支援継続 支援継続

歴史保存事業

集いの場設置と催事企画実行
小・中学校との連携強化

・羽黒山道の整備
（関宿とのコラボ化）

取組内容

文化遺産保存事業

ステップ 支援継続 支援継続 支援継続

・「関の山車」巡行警備
 ・山車曳き手参加協力

集いの場設置と催事企画実行
小・中学校との連携強化

市民活動推進

歴史保存事業 歴史保存事業

市民活動推進 市民活動推進

集いの場設置と催事企画実行
小・中学校との連携強化

集いの場設置と催事企画実行
小・中学校との連携強化

文化遺産保存事業

市民活動推進

4.観音山公園の管理整備維持
保存支援

ステップ

　３．少子高齢化に
　　　　　対応した街の創成

ステップ 市民活動推進

 １） 観音山公園

取組内容

観音山石仏群、鈴鹿関跡、絶景

２）高齢者対応

1）青少年育成
取組内容

親子・近所集いの場を企画実行
小・中学校との連携強化

  関宿まちづくり協議会 まちづくり計画

・地域防災協力体制の構築
・まちなみ防火設備の整備

・関係機関等との連携

　２、関宿伝統文化行事

 １） 観音山まつり
ステップ

1地域の防災活動
　（含：関宿伝建地区防災）

（防火を重点として）
取組内容

・「関の山車」巡行警備
 ・山車曳き手参加協力

取組内容
・「関の山車」巡行警備
 ・山車曳き手参加協力

季節に応じたまつり開催

 ２） 関宿祇園夏まつり

まち協主催 まち協主催 まち協主催



【まちづくり基本方針】
長期方針 ： 関宿を愛し、関宿を活かし、関宿に暮らす

短期方針 ： 関宿を知り、関宿を育て、関宿を活かす

指針１、 心ゆたかな街づくり

指針２、 皆げんきな街づくり

指針３、 きずな深き街づくり

指針４、 暮らし住みよい街づくり

〈地域の概要・課題〉
※亀山市・三重県・日本の宝である東海道関

宿の伝統地区保存及び伝統文化の伝承

※人口減少、少子超高齢化及び低調化生活

環境に対応する住よいくらし

※鈴鹿山麓の豊かな自然環境・資源を生か

し、関宿とコラボした観光とにぎわいづくり

【地域の将来像】

Ⅰ、重要伝統的建造物群保存地区の防災システムの確立

Ⅱ、東海道関宿伝統文化・芸能の継承と活性化の支援

Ⅲ、少子高齢化に対応する街の創成

Ⅳ、関宿とコラボレーションできる”にぎわい場所”の創成

（三世代の交流と半日以上の観光ができる”にぎわい関宿”）



                                                          


